






































































ば，AICPA（American Institute of Certified Public Accountants；ア
メリカ公認会計士協会）（2016）は，「公共の利益とは，プロフェッショ
ンが奉仕する個人および組織社会に対する集団的な福利」と定義して




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































供をガバナンス・コードの中に含めている（FRC, 2016；ICAEW, 2010； 
NBA, 2012）。つまり，監査法人は，ガバナンスの一環として透明性報告
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監査法人とガバナンス
査法人のガバナンスなどの様々な議論の中で用いられている。
６ この「社会の人々」への貢献に関しては，Carey （1946, 1956），Mautz and 
Sharaf （1961），AAA （1973），Gaa （1994），栗濱（2011）なども参照。
７ ここでの議論は，栗濱（2011）に負っている。
８ ここでの議論は，栗濱（2011, 2016）および Kurihama（2016）に負ってい
る。また，信任関係および信任義務に関する議論は，Frankel（1983, 1998），








































20 ここでの議論は，Kurihama （2007a, 2007b）および栗濱（2011）に負って
いる。また，会社観およびコーポレート・ガバナンスに関する議論は，たと
え ば，Friedman（1962），Drucker（1974），Jensen and Meckling （1976），
Fama （1980），Freeman and Reed （1983），Fre eman （1984），Boatright 
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